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田
だ
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㈱
奥
田
工
務
店
会
長
の
奥
田
秀
さ
ん

が
収
集
さ
れ
た
日
野
製
の
火
縄
銃
な
ど

を
紹
介
す
る
「
日
野
鉄
砲
展
」
が
国く

に

友と
も

鉄て
っ

砲ぽ
う

の
里さ

と

資
料
館（
長
浜
市
）
で
6
月

30
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
田
さ
ん
は
20
年
程
前
、
氏
郷
ま
つ

り
“
楽
市
楽
座
”
で
行
わ
れ
た
鉄
砲
演

武
を
見
た
の
を
機
に
火
縄
銃
に
魅
了
さ

れ
収
集
を
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日

野
筒
鉄
炮
隊
に
も
所
属
し
、
火
縄
銃
を

約
40
挺ち

ょ
う

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

企
画
展
で
は
、
そ
の
う
ち
の
日
野
鉄
砲

13
挺（
大お

お

筒づ
つ

1
挺
、
細ほ

そ

筒づ
つ

12
挺
）
と
国

友
製
の
大
筒
1
挺
の
計
14
挺
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
鉄
砲
展
は
奥
田
さ
ん
が
、
火

縄
銃
の
修
理
を
国
友
鉄
砲
研
究
会
の
廣ひ

ろ

瀬せ

一か
ず

實み

会
長
に
依
頼
し
た
の
が
縁
で
実

現
し
ま
し
た
。

国
友
と
日
野
と
で

�

展
示
を
し
た
ら
面
白
い

　

奥
田
さ
ん
が
火
縄
銃
の
修
理
を
廣

瀬
さ
ん
に
依
頼
し
た
際
、
国
友
製
の
大

筒
が
大
変
珍
し
く
「
資
料
館
で
展
示

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
大
筒
は
、
重
さ
30
㎏
、
口
径

4
㎝
で
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
の
1
0
0
匁も

ん
め

の
弾
が
撃
て
る
構
造
。
鉄
を
た
た
い
て

作
る
「
鍛た

ん

造ぞ
う

」
で
は
な
く
、
金
属
を
型

に
流
し
込
ん
で
作
る
「
鋳ち

ゅ
う

造ぞ
う

」
製
で
し

た
。
ま
た
、
銃じ

ゅ
う

身し
ん

に
は
「
江ご

う

州し
ゅ
う

国く
に

友と
も

九き
ゅ
う

右え衛
門も

ん

統む
ね

睦む
つ

作
」、
赤あ

か

樫が
し

製
の
銃じ

ゅ
う

床し
ょ
う

に

は
「
紀き

州し
ゅ
う

若わ
か

山や
ま

福ふ
く

島し
ま

要よ
う

助す
け

源み
な
も
と

高の
た
か

房ふ
さ

作
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
の

1
8
4
9（
嘉か

永え
い

2
）
年
ご
ろ
、
国
友

の
鍛
冶
師
と
和
歌
山
県
の
銃
床
師
に
よ

っ
て
合
作
さ
れ
た
、
大
変
珍
し
い
も
の

で
し
た
。

　

ま
た
、
廣
瀬
さ
ん
か
ら
「
国
友
と
日

野
と
で
展
示
を
し
た
ら
面
白
い
」
と
提

案
さ
れ
、
今
回
の
企
画
展
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

町
お
こ
し
に
な
れ
ば

　
日
野
鉄
砲
展
に
は
、
日
野
鉄
砲
の
展

示
の
ほ
か
に
、
江
戸
時
代
中
期
の
大
窪

付
近
の
地
図
が
書
か
れ
て
い
る
絵
図
資

料
や
、
蒲が

も

生う

氏う
じ

郷さ
と

公
の
生
涯
、
日
野
鉄

砲
の
歴
史
解
説
資
料
な
ど
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

奥
田
さ
ん
は
日
野
鉄
砲
隊
と
し
て
、

彦
根
城
な
ど
に
出
向
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、「
日
野
鉄
砲

隊
も
も
っ
と
人
気
が
出
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
」
と
話
し
、
今
回
の
企
画
展
に
つ

い
て
も
、「
こ
れ
も
町
お
こ
し
。
も
っ
と

日
野
の
町
を
皆
で
世
間
に
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
15
日
に
同
館
で
『
日
野

の
鉄
砲
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
近
江
日

野
商
人
ふ
る
さ
と
館
の
職
員
に
よ
る
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
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資
料
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行　政 保健師 保育士・教諭 土　木 一般事務職（障がい者対象）
採用予定人数 ３名 ２名 ２名 １名 １名

受験資格

平成6年4月2日から
平 成10年4月1日 ま
でに生まれた方

昭 和59年4月2日 か
ら 平 成10年4月1日
までに生まれた方で、
保健師免許を有する
方（令和2年3月31日
までに保健師免許取
得見込のある方を含
む。）

平成8年4月2日から平成
12年4月1日までに生ま
れた方で、保育士資格かつ
幼稚園教諭免許を有する方

（令和2年3月31日までに
保育士資格かつ幼稚園教諭
免許取得見込のある方を含
む。）

　 昭 和59年4月2日
か ら 平 成14年4月1
日までに生まれた方

　昭和59年4月2日から平成14年4月
1日までに生まれた方で、次のいずれか
に該当する方
・  身体障害者手帳の交付を受けている
・  精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

ている
・  都道府県知事または政令指定都市の市

長が発行する療育手帳の交付を受けて
いる

年　齢　等

次のいずれかに該当する方は、受験できません。
・成年被後見人および被保佐人      
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者
・日野町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない者
・  日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊すること

を主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

左記の要件に加え、手帳の交付を申請中
の方は受験できません。

受付期間 令和元年6月28日（金）まで 令和元年7月22日（月）～令和元年8月23日（金） 令和元年6月19日（水）まで
第１次試験 令和元年7月28日（日） 令和元年9月22日（日） 令和元年7月6日（土）
日程・方法 教養試験・専門試験 教養試験のみ 教養試験のみ 教養試験・専門試験 教養試験のみ
試験会場 彦根商工会議所 彦根商工会議所 日野町林業センター
最終結果 令和元年9月中旬 令和元年10月下旬 令和元年8月中旬

その他 第1次試験合格者は、第2次試験（作文・面接等）を実施します。
また、保育士・教諭の第1次試験合格者は、第2次試験で実技試験をあわせて実施します。

◆申し込み・問い合わせ先　総務課　総務担当　☎ 0748-52-6500
※ホームページにも掲載しています。URL　http://www.town.shiga-hino.lg.jp

広報ひの　2019.6.1 14



子育てボランティア講座
【対　象】子育てに関心があり、
子育てボランティアとして町
内の子育て支援事業で活動い
ただける方
【受講料】無料
【申し込み期限】６月19日（水）

◆ボランティアおよび講座の
申し込み先
　日野町子育て支援チーム
　（事務局子ども支援課
　子ども支援担当
　☎0748-52-6583）

6月は食育月間 毎月19日は食育の日
　食育は、さまざまな「食」の経験を通じて「食」に
関する知識と「食」を選択する力を習得し、健康で豊
かな人生を送るための基礎を築きます。食育月間に、
毎日の食生活を振り返ってみませんか。食育は子ども達
だけでなく、大人にとっても生活習慣病の予防に役立つ
ものです。

●子どもの舌は大人よりずっと敏感ですうす味に !
　食の嗜

し

好
こう

は幼い時期に基礎ができあがります。市販
のお惣菜や加工食品などの比較的濃い味に慣れないよ
うに、家庭の味付けはうす味にすることが大切です。
　どうしてもお惣菜を使わなくてはならない場合も、野
菜を加えてカサを増すなどして、ひと手間加えて、薄
味になるように工夫しましょう。
　特に外食や加工食品、お惣菜は塩分が高いので、で
きるだけ減らしましょう！

●幼児の食塩摂取目標量は大人の約半分です
　同じ料理を取り分ける場合には、調味料の量や食べ
る量に気をつけましょう。
　野菜に含まれるカリウムという栄養成分は血液中のナ
トリウムを少なくし高血圧を予防する、また食物繊維は
便秘の解消などの働きがあるとされています。

　塩を多く摂りすぎた場合は、「野菜を多く食べる」こ
とや、「その後の食事を塩分の少ないものにする」な
ど調整をしましょう。
　子どもの育ちの中で、食はとても大切です。大人も
子どもも笑顔で楽しい食卓を囲み、健康な毎日を過ご
しましょう♬

１日あたりの食塩摂取目標量
男　子 女　子

１～２歳 3.0g未満 3.5g未満
３～５歳 4.0g未満 4.5g未満
６～７歳 5.0g未満 5.5g未満
８～９歳 5.5g未満 6.0g未満
10 ～ 11歳 6.5g未満 7.0g未満

大人
（12歳以上）

8.0g未満 7.0g未満
血圧が気になる方は6g未満

たくさんの食塩が含まれている食品
（加工品、レトルト食品、外食
やファストフード、弁当・惣菜
など）

～子育てを応援する温かい輪を広げるために、皆さんのお力を生かしてみませんか～

　町では、0歳から3歳くらいまでの親子が参加する遊びのひろばなどで一緒に遊んだり、見守りなどのお手
伝いをしていただく、「子育てボランティア」を広く募集しています。
　また、「子育てボランティア」の基礎知識を学んでいただくための講座を下記のとおり開催します。お手
伝いいただける方、講座の受講を希望される方は下記までお申し込みください。ご応募をお待ちしています。

【日時・場所・内容】
日　　時 場　　所 内　　　　　　容

第
1
回

6月28日（金）
10：00～12：00

つどいのひろば『ぽけっと』
（河原一丁目１番地）

開講式（オリエンテーション）
参加者交流
○日野町の子育て支援事業について
○ボランティア活動とは？
○子どもが喜ぶ手遊びと絵本の読みきかせ

第
2
回

7月2日（火）
10：00～12：00

つどいのひろば『ぽけっと』
（河原一丁目１番地） ○ボランティア体験

　「赤ちゃんとふれ合おう！」

＊いずれか一日以上、参加してください。

7月3日（水）
10：00～11：30

日野公民館　多目的ホール
＜親子運動ひろばにて＞

7月11日（木）
10：00～12：00

日野町保健センター
＜離乳食教室にて＞

第
3
回

7月19日（金）
10：00～12：00

つどいのひろば『ぽけっと』
（河原一丁目１番地）

○ファミリーサポートセンターについて
○子どもの健やかな成長を見守るために
○子どもの見方は味方　
〇閉講式（ボランティア登録）

※全日程の受講ができなくてもお申し込みいただけます。

子育てボランティアの募集＆講座の開催

◆問い合わせ先　保健センター　☎ 0748-52-6574
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